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あった．ステントグラフト壁の in vitro 強度評価はステントグラフト壁を 5.0 mm×5.0 mm に分割
しサンプルホルダーに固定したのち，垂直方向に tensile strength machine (Yamaden, Tokyo, Japan)を用
いて0.05 mm/秒の速度で圧迫，応力ひずみ曲線から弾性率（Young’s modulus）を計測し行った． バ
イオステントグラフト壁の Young’s modulus は 2203±163 kPa であり，ビーグル犬の腹部大動脈の弾
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